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ある。しかし、1630 年代から 40 年代のヴェネツィアを中心に大きな流行を見せた 17
世紀の小説においても、小説と歴史、現実と虚構の関係は重要な問題であった。すで
に小説の流行はピークを過ぎた 1673 年に、小説 Cavaliere d’honore の序文において小
説論を展開したジョヴァンニ・マリーア・ヴェルサーリは、歴史的事実と虚構の関


















タリアにおける先駆者は、1624 年にヴェネツィアで L’Eromena を出版したジョヴァ
1 romanzo の語は 17 世紀においては散文長編物語文学を指して幅広く使われており、本論では小説
と呼ぶこととする。
2 Versari (1673: 5-6 [in Spera (2008: 123)]).
3 Versari (1673: 9 [in Spera (2008: 124)]).
4 Albertazzi (1891) は 17 世紀小説を «Romanzi “eroici galanti”»、«Romanzi di costumi»、«Romanzi 
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6 Pona (1637 [cit. in Carminati (2007: 82-83)]).








L’Eromena が《偽の名前 nomi ﬁnti》を用いているとの指摘である。このジャンルの
嚆矢とされる Argenis は、古典古代の地中海諸国を舞台とする物語でありながら、16
世紀末から 17 世紀初頭のフランスを中心とするヨーロッパ諸国を描いた一種の鍵小























8 1627 年には解読のための「鍵」の付された版も出版されている。Cfr.  Barclay （2004: 3-44）.
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前、ビオンディの小説三部作 L’Eromena（1624）、La donzella desterrada（1627）、Il 
Coralbo（1632）における歴史的寓意について論じた 11。そこで本稿では、Il Coralbo 
の 3 年後に出版され、ビオンディとも関わりの深い、ジョヴァン・フランチェスコ・
ロレダーノの小説 La Dianea を取り上げる。
1．ビオンディからロレダーノへ
イングランドでジェイムズ 1 世に仕えていたビオンディは Argenis 出版から間もな
い 1620 年代に小説を発表したが、表 1 に見られるように、イタリアにおいて小説が
流行したのは 1635 年から 1655 年頃であった。表に示したものは初版点数だが、人気
のあった作品は 17 世紀中に 10 ～ 20 版を数え、ルーカ・アッサリーノの La Stratonica 
のように 30 版を超えるものもあった。ビオンディやロレダーノの作品など諸外国語
へ翻訳された作品も多い。1640年にアッサリーノとジョヴァンニ・アンブロージョ・
マリーニの 2 人が各々の作品において、17 世紀は《小説 romanzo》の世紀であると
の認識を示したことは、その流行のほどをよく示していると言えよう 12。
表1：17世紀イタリアの小説出版点数（初版のみ） 13
1620- 25- 30- 35- 40- 45- 50- 55- 60- 65- 70- 75- 80- 85- 90- 95- 計
Venezia 1 3 5 14 21 6 5 7 7 5 2 3 3 3 1 86
Bologna 2 3 7 4 1 2 19
Milano 1 2 3 3 1 1 1 12
Roma 1 4 2 3 1 11
Genova 1 1 2 2 2 1 9
Napoli 1 1 1 1 2 1 7
その他 1 5 5 2 8 1 2 3 1 1 2 31






11 Cfr. 片山 (2016).
12 Cfr. Pedullà (2004: 1); Raffaelli (2010: 6).





































14 Lupis (1663: ix).
15 Menegatti （2000） に挙げられた出版作品数は 18 にのぼり、それらの総版数は 17 世紀だけで 250
にもなる。
16 Cfr. Tarpley (2009).
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あった。そして、その間にサルピと前述の協力者らの連絡役も担っていたことが、サ




















とクレイトポン』などと共に L’Eromena と Argenis の名が挙げられ、La Dianea がそれ
らの系譜に連なるものとして読者に提示される 19。そして、物語の冒頭は Argenis へのオ
マージュとなっている。そのことはポーナによるイタリア語訳と並べれば一目瞭然であ
り、やはり読者は Argenis との関係を意識させられることとなる。
Non era ancora adorata in Oriente la Luna: né l’Impero dell’Asia haveva ricevuto 
il comando dalla tirannide d’un solo; quando in un’Isola del Mar Carpatio approdò 
una rinforzata Galea (Dianea: 1).
Non haveva il Mondo, per anco, adorato Roma: né l’Oceano, per anco, havea cesso 
gli honori al Tebro. Quando a’ conﬁni della Sicilia, diè fuori uno straniero Vasello 
(Barclay 1629: 1)
具体的には、同時代の出来事や人物が偽装された形で描かれた歴史的寓意を認識し、
17 Sarpi (1931: I, 23; II, 7, 140, 144, 155, 157, 166).










1640）の Discorsi morali su la Tavola di Cebete Tebano（1627）の第三論考 Dell’uso, e 
dell’utilità delle favole nelle cose spettanti alla Religione, ed al costume でも取り上げられ
ている 22。マスカルディがそこで古代の寓話の有用性を主張した背景には、古典古代
の神話を聖書や聖人などキリスト教の物語で置き換えようとする教皇ウルバヌス 8 世
（在位 1623-1644）の文化政策があった 23。Discorsi はビオンディの小説二作目と同じ
年に同じ版元ピネッリから出版されており、ロレダーノと親しいフェッランテ・パッ
ラヴィチーノが La Dianea の翌年に出版した小説 La Taliclea の序文においても、この
第三論考に言及されている 24。したがって、ロレダーノが、キリスト教以前の時代を




















22 Mascardi (1638: 31).
23 Cfr. Bellini (2002: 70).
24 Pallavicino (1636: v).
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年頃から 1632 年 3、4 月までの三十年戦争の状況、特にグスタフ・アドルフ率いるス
ウェーデンによるドイツ侵攻とマントヴァ・モンフェッラート継承戦争である 28。献






年後の 1632 年 11 月にリュッツェンの戦いでグスタフ・アドルフは戦死、同月にプロ
テスタント同盟の盟主フリードリヒ 5 世は病死し、プロテスタント勢力は衰えを見せ
る。一方、皇帝軍の側でも 1634 年 2 月にヴァレンシュタインが皇帝フェルディナン
ド 2 世の命により暗殺され、戦争は硬直状態に陥る。La Dianea（1635）にはこの間
の歴史が描かれているのである。
2．ロレダーノの歴史作品










28 Cfr. 片山 (2016 :95-98).
29 Giovanni Francesco Biondi, L’istoria delle guerre civili d’Inghilterra tra le due Case di Lancastro e 
Iorc; Ferrante Pallavicino, Successi del mondo dell’anno MDCXXXVI; Girolamo Brusoni, Historia d’Italia; 
Maiolino Bisaccioni, Historia delle guerre civili di questi ultimi tempi; Maiolino Bisaccioni, Historia 
universale dell’origine, guerre e imperio de’ Turchi.
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ロレダーノが三十年戦争を最初に扱った作品は、1633 年に匿名で出版されたわず
か 16 ページの Lettera di Ragguaglio della battaglia seguita tra ’l re di Svezia e ’l general 















ると、ロレダーノは再び非常に短期間 34 で Ribellione e morte del Volestein（以下略称は 
Ribellione） 35 を書き上げ、本名のアナグラムに近い Gneo Falcidio Donaloro の偽名を
用いて出版する。ここで語られているのは、ヴァレンシュタインの最後の日々、すな





30 Giovan Francesco Loredano, Lettera di Ragguaglio della battaglia seguita tra ’l re di Svezia e ’l general 





33 Luigi Rossi, Un ferito Cavalliero, 1632; Galeazzo Gualdo Priorato, Istorie delle guerre di Ferdinando II 
e Ferdinando III imperatori e del re Filippo  IV di Spagna, contro Gustavo Adolfo re di Svezia e Luigi XIII re 
di Francia successe dal 1630 al 1640, Venezia, Bertani e Turrini, 1640; Maiolino Bisaccioni, Commentari 
delle guerre successe in Alamagna dal tempo che il re Gustavo Adolfo di Svetia si levò di Norimberga, 
Venezia, Bana, 1633-1642. Cfr. Morini (2007); Menegatti (2000: 89-90).
34 印刷業者による献辞は 同年 3 月 21 日付。
35 Giovan Francesco Loredano, Ribellione e morte del Volestein, Generale della Maestà Cesarea, Venezia, 
Sarzina, 1634.
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タイトルは公式見解に従った《反逆と死 Ribellione e morte》であり、客観性を主
張してはいたが、ウィーン宮廷の見解を相対化するこの作品は、すぐにヴェネツィア




小説が La Dianea であり、そこではグスタフ・アドルフやヴァレンシュタインのこと
が再び語られるのである。
3．La Dianea（1635）








クレタ 王子 Astidamo（Diaspe や Hidraspe の偽名でも登場）王子 Celardo
キプロス 王 Vassileo王女 Dianea
ヌミディア 王女 Arelida王女 Ariama
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（Dianea: 69-77） においてである。そのことは古くから知られていた。Gryphius (1710: 
166) には、この小説の歴史的寓意を解くための鍵が、ビオンディの L’Eromena に関
するものと共に挙げられている 46。それを多少補うと表3のようになる。
表3：ネグロポンテのエピソードの人物・地名と実際の人物・地名
Dinanderfo, Re di Negroponte Ferdinando（皇帝フェルディナンド2世）
Duca di Lovastine Volestain（傭兵隊長ヴァレンシュタイン）
Duca di Vimara Bernardo di Sassonia-Weimar
Prodirto, Duca di Lassimano Massimiliano（バイエルン公マクシミリアン1世）
Collaterale Picomeni Ottavio Piccolomini
Conte di Lagasso Matteo Galasso (Mathias Gallas)
Lodafo, Re dei Vesati Adolfo, Re di Svetia（グスタフ・アドルフ）
Re delle Gaule スペイン王フェリペ4世
Duca di Riafe Duca di Feria (Gómez Suárez de Figueroa y Córdoba)
Prencipi di Catanosa マティアス・デ・メディチフランチェスコ・ディ・コージモ2世・デ・メディチ
Monarca dei Belgi, degli Aquitani, 









46 «IOHANNES certe FRANCISCUS LAUREDANUS, senator Venetus magni nominis, in 
venustissima fabula, cui Dianeae nome imposuit, insidias a Wallensteinio Ferdinando II structas, 
operose delineat. Ubi rex Dianderfus est Ferdinandus; rex Vesatorum, Gustavus; dux Lovastinus, 
Wallenstein; Zenilt, Lißen; rex Gallorum, rex Hispaniarum; dux de Riafe, Feria; principes Catanosae, 
magni Hetruriae ducis fratres; monarcha Belgarum, Aquitanorum & Celtarum, rex Galliae; comes 
Lagassus, Gallassus; Boeotia, Bohemia. Et FRANCISCUS BIONDUS in Eromena, proxime ad 
Argenidem Barclaii accedente, calamitates Friderici & Elisabethae coniugis graphice depingit»



































ている。Cfr. Barclay (2004: 24).
49 Dianea: 72.
50 Dianea: 73.
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55 Sanna (2011: 69).
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Dianea La Dianea, Venezia, Sarzina, 1635.
MGA Lettera sulla morte di Guastavo Adolfo II Re di Svezia, in Morte del Volestein e altre opere, 
a cura di Luca Manini, Lavis, La Finestra, 2015, 25-29.
MV Morte del Volestain, in Morte del Volestein e altre opere, a cura di Luca Manini, Lavis, 
La Finestra, 2015, 30-50.
Giovanni Franceso Biondi
Eromena L’Eromena, Venezia, Pinelli, 1628.
Donzella La donzella desterrada, Venezia, Pinelli, 1628.
Coralbo Il Coralbo, Venezia, Pinelli, 1635.
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